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◇“奉仕の理想”

◇出席報告

公幽47漁出席35窮

出ﾙIIW*74.47%

◇前回 5〃17｢1 （修正出席率）97.87影

makeup

隅水{I.(5/21'､]:III),加藤（人) 1i (5/17束京
」上)，松1, 1I"_ : (5/17名東),"&;&I (5/19*

| ,l:i),大谷1l. (5/18名北), 1陸間渦. (5/19X

｜､|:i),卉膝ｲl. (5/23' | !), ･佐野瀦(5/141､]: 1.l.l),

↑鯉〕:ハ（5/19束|･間)， ′卸ﾙ(7W (5/20北),鈴木

（ﾙm)ll･(5/13,ll.),谷l 1 ,ｲ.I(5/20港),寺潔ｶ~l.(5

／13.lt), 1",Wi"(5/191冊柚), I I I村芯(5/23414)

◇ビジター紹介4名

◇ニコボックス

"I I IW (京郁旅ｲj･，楽しく過ごさせて頭きあ

りがとうございました)，皆原荊(ホームクラ

ブ欠席多くてl llしわ1ナありません。又京都旅
1j･でば家|ﾉ1がおIII:[活になりました), '{illlハ・

（誕′|"d),橘本瀦(粘幡‘記念祝), !li川,ﾘｰﾄﾞ （紬

蛎:氾念祝)， ノくII"(結嬬氾念祝),佐野満(紬

辮‘祉念祝)， ル||腸{!．(結嬬氾念祝）

◇松居幹事報告

1． 次週"'1公終r後,"'if公を行いますので

ノドイ｢艇・次ｲI渡の皿.･j::役員の方はお残り~ド

さい。

◇社会奉仕鈴木(猛)委員長報告

jtl 1 ，11クラブより橘11,･1f'l'1'JI生|洗にブロン

ズ像を',{f!!Wしたfi:につきまして本l l l政胤酩lil.

ki' ljlをより，又i lj､内14RCf,|耐で早咲さくら

，を‘が11脚した件につき， 名Ti,1"1IMI I 1総介公|刺

|1i勝A,)よりff々感謝状をいただきましたので

ここに披躁して御慨i'i･ ' l'しあげます。
◇水野(民）会長挨拶

"3911'1のI"'l公か111 jI IMll会長の職場で開催で

き室すこと御；LIiしあげますc このように会

場の‘没桝できること(ま大変､Iなせで結職なこと

ですが, ji情により叫能でない場所も多々あ

ると忠いますのであまり重く考えなくともよ

ろしいかと6とじます。
私lil身. IMII!'iに関係ができたのは九条政〕．、

の「蝿優堆」を小'､jと生の時蔵賀したのが始ま

りで，それ以後i公竹座での「駅馬』|[」，八噸

｣I!での「会雛は陥る」，名宝でのディアナタ、

一ピンの「ﾌ1-－ケストラの少女」， 「外人部

隊」聯の外IRI峡IIIII,邦lliliにおいてはエノケン

の「払界坊」 , 1d1主松と肋の「l･･l玉のまっち

ゃん」聯が心に撰っていまして，雌近にいた

ってはﾉ|~油侭付きの「ナポレオン」 7 111･川l,ill

余災のlfll｣鋤で観た「エマニエル夫人」鰈が印

象的でありました。水| ｜もただ今より， 「Iｻｨ
紙物,iﾊ･」を側せて頂けるようで楽しみに感謝

しつつあいさつといたします。

◇講演

ヘラルド興業(株)映画輿fr部良。加藤潤一氏

1lW;'f様にば人変おill:話になっておりま

す_*I Iばへラルドグループのひとつ，ヘラ

ルド興難(株)についてお話しさせていただき

ます-↑脚紫祁IIIjは峡I血i興行部において映IIiiilfll

j蹄を6館経憐しており， ．;;業部においてロー

ラースケートリンク，ボーリング場， テニス

コー|､などを経桝しております。

，Ⅲ､どものへラルドグループは-占川社長の先

駆柵1'ii'llとJI《に常に新しい何かを求めて進ん

でまいりました。例えば||柵Ⅱ36ｲ|§には' '水で

!Ek''iii…-のドイツ製70ミリ映埼機を導入し映lllli

災界をアシと,-;､わせたり， 39ｲ|:には､!1地には

なかった綜合レジャーセンターをオープンし

たり常に,ﾄ'端の新Lﾉい遊び場として話胆を集

めてまいりました。

1;:龍|則係の))野でもl1if代の変逃の' |】で幾多

の1試練にil(II!liし，ボウリング場を一lllf州鎖し

たII!fもありました。が，新しいレジャーの州
発に努ﾉJを泳ぎ， ローラスケートリンクのオ

毎口

－1－



一プンやボウリング熱の再来などにより相乗

効果を狙う営業展開を志してきました。

一方映画興行も－．人でも多くのお客様に足

を連んでいただく為の工夫として入場料余半

額デーを作ったりサービスしております。

この8月には名駅南に2劇場のオープンゞ

サカエにフレッシュ感覚のカフェバーの構想

など，へラルドグルーフ・はまだこれから新し

い可能性に向って迩進を致します。

◇大隈ガバナーより委嘱状を手交

当クラブの水野(此)会長が，国際ロータリ

ー第260地区1983～84年度のための地区協議

会パネラー（職業奉仕部会）及び恥業奉仕研

究小委員会・小委員長に大隈ガバナーより委

嘱され受諾いたしました。

◇第2会千種RC麻雀会成績報告

去る5月21H(土),午後6時より第2回脈

推会が偶楓|割において開かれました。総勢8

名， 久しぶりの内輪の会に腕ぞろいが柴まり

熱気が立ちこめる｢| '，年輩層（？）が弱哉層に

花を持たせる結果となりました。次也lの麻推

会にも多数御参加をお待ちします。

（ｲ<野(賀)妃）

回，雌錨査1回と受賞の枚挙にいとまがない

が．現在，光風会， 日本新工芸展の審査員，

H展CZ)会友である。昭和53年1月, NHKテ

レビ婦人百科（七焼宝）放映，今年6月に再

度婦人百科に登場，彫金，鍛金のテキスト

の原隔耆きに多忙の日々である。折も折，昭
和58年度，愛知県芸術文化選奨文化賞を受

賞， その作家活動の実力が高く評価されたこ

とを裏付ける。 日本工芸会の正会員として，

人形作家として活躍中の暁子令夫人とのおし

どり夫婦は評判である。 4月21H国際ホテル
で開催された佐野寛愛知県芸術文化選奨文化

賞受賞祝賀パーティは鈴木青々氏をはじめ地

元，文化人，財界人約300名が集い氏の受賞

を祝った。 「彫金をはじめて30年･ ･ ･…」木調

とした'二l調のなかに明日への限りない制作意

欲をかいまみた。

Na6 加藤大豊君中部圏開発株式会社

昭和42年， 中部圏開発株式会社を設立，西

il l1シーサイドマリーナを有し（笹川良一氏の

依頼を受け東海地域のモーターボートの発展

に寄与.）以来，愛知県モーターボート協会々

R20年の要職にある。米国留学後19歳で全日

本,1<_Lスキーのチャンピオンとなった長男己

揮世氏と昭和52年(株)ヴァレンシアを設立，

大豊氏の永年の知己と己押世氏の若い感覚の

協調によりシーポン化糀品の巾京地区総販売

元として， 中部地区に多数の代理店， 出張

所，特約店をもつ。 日本オリンピック委員会

(J ・O。C)の委員に就任して3期10年を

迎える。 クレー射撃を始めて30年，県射撃協

会長に就任して8年,射唱モーターボートと

近代リッチスポーツの最先端をゆく。後進の

指導， 育成についても夢は夢として現実の雌

しさを冷酷に受けとめている。 n本における

国際ﾉ<会開催の困難さも世界の状勢を充分理

解しているだけに余計に厳しいようだ。人坐
硯は達観しており悠々LI通の心境とか． J ・
O.C委員には安斉氏をはじめ』<好的仲間が
多く．氏の発言力は強い、 56年度名古屋T|r体
育協会副会長に就任, 111がかける期待は大き
い。木社ビル社長室は会議宗兼川の底いワン
ルーム。己抑世氏を見つめる大礫氏の眼差し

はやわらかい。 （文責。 ，畠:原）

◇次回例会（5~月31日）

卓話“出版界の現状”

会員谷口暢宏君

卓話 “勁物とヒト（動物学的人間像)”
会員寺沢竹三郎君

◇次々回例会（6月7H)

卓話 ‘‘医薬品談議'，

会員都築勝彦君

卓話 “氷について，，

会員鵜飼一男君

へ

－第2回麻雀会成績一

優勝

2位

3位

B・B

久保川

安藤

松 lili

竹 ｜｣’

皓

鈑之助

敬二

頁三

38,100点

19,100点

6,500点
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L
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f トロン ,､での国際ﾉ<会もいよいよ開幕のH《
1が近ついて参りました｡御斌知②とおり当クノ
}ラブからもCRCﾄ。ンﾄﾂｱｰと[て佃夫；
（人を含め13名の参加者が6ﾉ］4日（土)に旅立::

>つ予定です’千浬RCの代表として世界! |｣に》
:友情の!Wiを広げ，一生の良き思い出ツアーとく

〉
、

fなられますように.ノ
ミ,←〆, . ､ ] ,、一､ ﾄf, トヘー, ! 』 『 亭戸. . ､叫牛_記芋+‘ ､ ､、_今､ 』ｫ『 .F､,､' 』 ~祭～ L, '一津‘ # ~ ､一一､ 『 F誉、‘ , . 『 , 'ｻﾍ ､ ､ ~、二ヶ

毛

◇CRCトロントツアー参加者

安藤君．林君．石川君，菊池我，黒野御夫

妻，成lll君，新災君(御了･息､と共に）．竹内御

夫妻， 和田脚夫妻

◇職場訪問 （親睦播勤・職業奉仕蚕貝会）

Nb,5 佐野 寛計佐野工芸研究所主宰

｜|門和42'['三，安藤七宝店を退社し， 作家'1晶活

に入った佐野寛氏は昭和52年， に|展に「汀烏

」で特選口一躍， 名声を博することとなる、

あかね会（会員120名),銀柴会（会員30名）

を指導，来海地方彫金の[' '心である。光瓜会

･会員賞。杉浦非水賞，明日を開く 1 |木の新

工芸展受賞2回． FIEI ! ' 日賞， 日展入逸20

へ
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